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R5年度事業計画書

R5年度収支予算書

https://www.avcc.or.jp/console/wp-content/uploads/2023/05/2023_keikakusho.pdf

https://www.avcc.or.jp/console/wp-content/uploads/2023/05/2023_yosansho.pdf

詳しくは以下をご覧ください



コミュ二ケーション，４つのパターン

【1】一対一（対話型） 【2】一対多（マスコミ型)

【3】多対一（逆マスコミ型） 【4】多対多（全員議論型)
レスポンスアナライザ
(1970~)

映画(1900～)，
テレビ(1953～)

郵便・電話(1870頃~)

マスコミ型の
質を改善する

仲間意識
連帯感の源泉

時間的空間的 制約
補助手段欠如

提唱者：藤田廣一(元慶應義塾大学理工学部長)
1970年頃



【1】一対一（対話型）

【3】多対一（逆マスコミ型）

コミュニケーション
の質を向上する

生成AI・
AIチャットボット

動画配信
Web mtg.

IoT・DPP

デジタル社会「RealとVirtualの融合」

納得と
連帯感の源泉

Now コミュ二ケーション，４つのパターン

【2】一対多（マスコミ型)

【4】多対多（全員議論型)
Web mtg.
SNS



Advanced Valuable Communicationの必要条件

・コミュニケーションの質の向上

・情報的健康の維持

相手に共感、自己表現と他者理解

AI・IoTと人間のコミュニケーション

・誰も置き去りにしない

バーバル＋ノンバーバルの活用

・多対多コミュニケーションの実践



自治体DX推進支援事業

イノベーション企画部

部 長 菅沼田 正嗣



日本のDX推進状況
・自治体DX推進計画／手順書
・ガバメントクラウド
・デジタル田園都市国家構想

自治体DX推進支援業務



自治体DX推進計画
総務省では、 令和２年１２月２５日に、地方自治体が、情報システムの標準化、行
政手続のオンライン化などについて計画的に取り組むための「自治体デジタル・トラ
ンスフォーメーション（DX）推進計画」を策定（現在は、「デジタル庁」が主管）。

・202１年１月から2026年3月まで。

・ 「ガバメントクラウド」の活用に

向けた検討を行う。他、デジタル庁の
設置など国の動向を反映させるよう適
宜見直しを行う。

・総務省は、国の施策展開を踏まえつ
つ、業務改革（BPR）を含めた標準化
等の進め方について、「自治体DX推進
手順書」を提示する。

自治体DX推進計画の概要等



自治体DX推進手順書

自
治

体
D

X
推

進
の

手
順

ステップ０
DXの認識共有・機運醸成

ステップ１
全体方針の決定

ステップ２
推進体制の整備

ステップ３
DXの取組の実行

・DXの実現に向け、首長や幹部職員によるリーダーシップや強い
コミットメント

・全職員のDXの基礎的な共通理解 等

・ビジョンと工程表で構成される「全体方針」を決定・広く共有 等

・DX推進担当部門を設置、各部門と緊密に連携する体制を構築
・人事研修担当部門と連携
・DX推進リーダーの育成／外部人材活用 等

・「PDCA」サイクルによる進捗管理 等

「自治体DX推進計画」を踏まえ、自治体が着実にDXに取り組めるよう、
令和3年7月に「自治体DX推進手順書」を作成



ガバメントクラウド

「移行対象の自治体20業務」

・住民基本台帳関連業務・・・（３業務）
・税関連業務・・・・・・・・（４業務）
・国民健康保険関連業務・・・（１業務）
・障害者福祉関連業務・・・・（１業務）
・介護福祉関連業務・・・・・（２業務）
・児童／子育て支援関連業務・（３業務）
・戸籍関連業務・・・・・・・（２業務）
・その他業務・・・・・・・・（３業務）

自治体２０業務を、いわゆる「ガバメントクラウド」を利用し、標準化された
共通仕様の新システムへの移行が進められています。原則2025年度末までの実施が
目標として掲げられています。

「ガバメントクラウドの構成イメージ」



デジタル田園都市国家構想
デジタルの力で、地方の個性を活かしながら社会課題の解決と魅力の向上を図ります。
そして、「地方に都市の利便性を、都市に地方の豊かさを」を実現して、全国どこでも誰もが便利
で快適に暮らせる社会を目指します。（内閣官房ホームページより）

全国どこでも誰もが
便利で快適に
暮らせる社会を目指して

（内閣府HP）

KPI ＝「重要業績評価指標」



▶ 今年度事業予算1270億のうち「1200億」が交付金事業
▶ 他地域の優良モデル等を活用した取組 （TYPE1）※総務省よりタイプ別事例集を発行

▶ TYPE1の事例としては、防災用GIS・防災情報システム・防災アプリ・防災用途
ドローン等が対象

（内閣府「デジタル田園都市国家構想・地方創生予算〔令和５年度概算要求の概要〕」より）



AVCCの自治体DX推進事業

（１）自治体DX推進計画・手順書

（２）自治体情報システムの標準化・共通化（ガバメント クラウド）

（３）デジタル田園都市国家構想

▶ 地域情報化計画（DX推進計画）策定支援

▶ 情報システム開発支援／情報通信基盤コンサルタント業務

▶ 防災分野（防災情報システム・防災アプリ・ドローン活用等）を中心とした支援



D X 事 例 紹 介

・ドローン（仙台市）
・A I （渋谷区）
・Chat GPT （横須賀市）
・ｓXGP（東京都下水道局）



自動運航ドローンを使用した津波避難広報

仙台市では2022年10月より「津波避難広報ドローンシ
ステム」の本格運用を開始。同システムは、Jアラート（全国
瞬時警報システム）と連動してドローンを自動運航し、津波
避難広報を実施する。

参加企業 JVにおける担当業務

日立国際電気（JV代表）
・プロジェクト全体取りまとめ
・システム管制/プライベート

LTEシステムの構築

ノキアソリューションズ&
ネットワークス ・プライベートLTE機器

ブルーイノベーション ・ドローン本体
・運航・管理システム

アンデックス ・地域BWAとプライベートLTE
の接続、免許申請

※各資料出典「ドローンジャーナル」より



SNSをAI分析し災害救援支援

渋谷区では、災害発生時にツイッターやフェイスブック等、
SNS上の大量の投稿をAIで分析・要約して救援活動の効率を高める、
SNS情報分析システム「Spectee（スペクティ）」を導入していま
す。AIでSNSでの投稿をリアルタイムで正確に分析・整理できれば、
住民の最新ニーズを正確に把握できます。

また、渋谷区では新庁舎移転に伴い、災害対策室を新設していま
す。大型LEDモニタの導入や音響設備の更新と共に、防災情報シス
テムを導入し、災害時の情報収集から情報共有、区民への情報配信
の強化を行っております。
移転に伴う防災設備の移転と

災害対策室の設計はAVCCが行
い、防災情報システムは、東京
ガスエンジニアリングソリュー
ション㈱様で導入しています。

Spectee（スペクティ）検索表示画面
例文や地名、
キーワード等
で検索可能

東京MXTV放送
渋谷区災害対策室 (110インチLEDモニタ x3)

（Spectee社ホームページより転載）



自治体での「Chat GPT」導入事例

なお、本リリースはChat GPTで下案を作成し、
職員が校正を行いました。（リリース拡大）

※横須賀市の実証実験に関するニュースリリース

横須賀市では、が提供する自治体用ビジネチャット

ツールにChatGPTのAPI機能を連携させることにより、す
べての職員が、普段業務で使用しているチャットツールに
おいて、文章作成、文章の要約、誤字脱字のチェック、ま
たアイデア創出などに活用できるようにします。

（横須賀市HPより）2023.4.18

（横須賀市役所本庁舎）



sXGP（LTE）網によるPHS網の更新

東京都下水道局では、都内の約２０拠点ある
浄水場やポンプ場等で使用しているPHS内線網を
sXGP(LTE)に更新する計画を進めています。

sXGP(LTE)に更新することで、音声通話だけでなく、
スマートフォンやタブレット端末による音声や地図情報
（GIS）を含めた業務用データの通信を可能にします。

・実施設計（元請）
（一財）AVCC

・電波伝搬シミュレーション
＆電波伝搬調査協力
パナソニックコネクト㈱

・現地調査＆図面作成協力
東京システム特機㈱

資料提供：

砂町水再生センター（江東区新砂町）



デジタル弱者支援サービス

テレボーサイ・サービス事業



事業の目的

「誰も置き去りにしないデジタル社会の実現」を目的に 情報格差の是正
を目指します。

通信環境など

による情報格差

情報端末の利用

による情報格差

入手できる情報

による情報格差

・スマフォ等の情報端末
を持っていない

・スマフォ等の情報端末
の操作ができない

・光ファイバーや
CATV網等がないエリア

・防災無線が聞こえない
・戸別受信機が受信でき
ない

・スマフォは通話のみ。
アプリの使い方、設定
方法がわからない

・欲しい情報が入手でき
ない



システム構成イメージ

避難準備を
始めてください

例： 豪雨等

専用端末設置施設
（情報受信者）

専用端末で情報受信 ※ ＬTEデータ（MVNO)回
線

※音声＆文字
ライトで通

知

① 操作用パソコ
ン

② クラウドサー
バ

④ 専用端末 ③ 専用端末接続回線

⑤ 運用・保
守

（AVCC)

携 帯
電話網

自治体等
（情報発信者）

パソコンで情報（文字）入力

情 報 配 信
避難準備を
始めてくださ
い



テレボーサイ・サービス事業のサービス内容

情報配信ｼｽﾃﾑ
利用サービス

専用端末
利用サービス

運用・保守
サービス

・情報配信／専用端末
等管理サイト

・専用端末の提供
（１団体２００台程度想定）

・コールセンター運営
・専用端末の故障時に
無償交換

・専用端末の通信費込
・操作研修 等

＋ ＋

「サービス利用環境」から「運用・保守」までトータルサポート



専 用 端 末

危険水域を超えました。

近隣住民の方は、避難準備
を始めてください。FMチューナー

5インチ
カラーモニタ

文字送りボタン
（上・下）

LEDフラッシュ
ライト

情報確認ボタン

文字サイズ
変更ボタン

音量ツマミ２wayスピーカ



クラウドサー
バ

見守り支援機能
専用端末利用者の緊急情報の確認を「見守り者」へメール通知します。

情報弱者・要支援者等 自治体等

避難準備を
始めてくださ
い

見守り者
・（遠方在住）近親者

・民生委員、介護関係者
等

専用端末

緊急・重要情報

確認情報

緊
急
・

重
要
情

報確
認
情
報

※確認ボタン押下情
報

登録メールアドレスへ通
知

避難準備について
配信しよう！

避難準備が

だされた！
確認ボタンが

押された！

緊急・重要情報

確認情報
※確認ボタン押下情

報



スケジュール



IoT道場
～ Raspberry PiとPythonでIoTに挑戦！～

教育イノベーション推進部

部 長 相吉 透



01. デジタル社会をどう生きるか、どう働くか

ブレンデッドラーニング・学び合い

STEP

４

対面セミナー＋オンライン学習

KK²スタジオ

遠隔地から

講師⇔受講者が
常につながる（DPP）

職場から

一対一の学び合い

TAV

TAV

対面で学び合い

オンラインで学び合い

出先で

オンデマンド学習
学べる時に学ぶ

在宅で

学習データの調査分析活用

STEP

５

オリジナル
教材開発

KK²
動画教材

goodsite

研修教材の調査収集と企画開発
（goodsite、KK²、自社開発）

STEP

３

コンピテンシー・インベントリー
作成

STEP

１ 各種チェックを開発し
個人組織の「強み弱み」を把握

STEP

２

KK²Web
チェックシステム従業員の

• コンピテンシー向上
• エンゲージメント向上
• コミュニケーション向上

デジタル公民館 教育訓練サイクル

令和5年度事業計画書 P31より抜粋



02. KK2ブレンデッドラーニングによる人材育成支援

ブレンデッドラーニング・学び合い

STEP

４

対面セミナー＋オンライン学習

KK²スタジオ

遠隔地から

講師⇔受講者が
常につながる（DPP）

職場から

一対一の学び合い

TAV

TAV

対面で学び合い

オンラインで学び合い

出先で

オンデマンド学習
学べる時に学ぶ

在宅で

学習データの調査分析活用

STEP

５

オリジナル
教材開発

KK²
動画教材

goodsite

研修教材の調査収集と企画開発
（goodsite、KK²、自社開発）

STEP

３

コンピテンシー・インベントリー
作成

STEP

１ 各種チェックを開発し
個人組織の「強み弱み」を把握

STEP

２

KK²Web
チェックシステム従業員の

• コンピテンシー向上
• エンゲージメント向上
• コミュニケーション向上

デジタル公民館 教育訓練サイクル学び合い

TAV

TAV

対面で学び合い

オンラインで学び合い

TAV : Teaching Assistant Volunteer



03. IoT道場 ～Raspberry PiとPythonでIoTに挑戦！～ 紹介動画

IoT道場紹介動画

https://www.kk2.ne.jp/kk2/seminar/digitalcommunity.html



Pythonを学ぶでみよう

Pythonを仕事に活かそう

IoTをもっと楽しもう

Python
AI

04. IoT道場 今後の開講予定

Python
基礎講座

Python IoT
応用講座

Micro Python IoT
Raspberry Pi Pico

Python
データ処理

お申込みはこちらのQRコードから

Python 基礎講座 (無料プログラム)

Python IoT応用講座 (有料プログラム)

2023/10提供予定

2024/4以降順次

本日より申込開始

4WDロボットカー

Raspberry Pi Pico

https://www.kk2.ne.jp/kk2/seminar/iot_basic/
https://www.kk2.ne.jp/kk2/seminar/iot_enhanced/


ご清聴いただき、ありがとうございます。

第三部で「IoT道場 ～Raspberry PiとPythonでIoTに挑戦！～」
のデモンストレーションを行います。

IoT道場の教材･テキストは宇治市にある「楽々電 子塾」様にご協力頂いています。

お問合せ先

一般財団法人 AVCC IoT事務局

電話 : 03-3239-1121 (平日9:00～17:30)
Mail : iot@kk2.ne.jp

http://elecwon.com/index.html


